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生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る
国
際
教
育
（
そ
の
二
）

二　

見　

剛　

史

本
稿
は
、
約
10
年
前
に
発
表
し
た
同
題
の
論
文
を
「
そ
の
一
」
と
し
、
そ
れ
を
補
完
す
る
形
で
内
容
を
と
と
の
え
た
。
す
な
わ
ち
、
①
面
か
ら
球

へ
、
②
世
界
は
一
つ
、
教
育
は
一
つ
、
③
地
球
村
・
地
球
家
族
、
④
「
も
っ
た
い
な
い
」「
あ
り
が
た
い
」、
⑤
国
際
理
解
と
平
和
、
⑥
い
の
ち
を

輝
か
す
教
育
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
⑦
ス
ク
ー
ル
と
地
域
の
連
携
、
を
追
加
し
た
小
論
で
あ
る
。 

	

論
述
の
背
景
に
は
約
40
年
前
か
ら
入
会
し
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｆ
（T

he W
orld Education Fellow

ship

）「
世
界
新
教
育
学
会
」
の
活
動
が
あ
る
。

国
内
研
修
を
重
ね
な
が
ら
海
外
訪
問
に
も
精
励
し
、
そ
の
た
び
に
紀
行
記
を
ま
と
め
て
い
た
の
で
、
体
験
学
習
の
中
か
ら
教
育
学
的
提
言
も
い
く

つ
か
出
来
た
と
思
う
。
Ｗ
Ｅ
Ｆ
の
ほ
か
に
も
海
外
視
察
や
交
流
の
記
録
が
役
立
っ
た
。 

	

各
地
で
実
行
さ
れ
て
い
る
「
国
際
教
育
」
の
実
践
に
も
留
意
し
、
新
し
い
課
題
も
次
世
代
の
た
め
に
示
し
て
い
こ
う
と
努
力
し
た
。
地
球
市
民
と

し
て
の
自
覚
を
大
切
に
、
研
究
仲
間
に
語
り
か
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

は
じ
め
に

世
界
の
教
育
環
境
は
、
こ
の
半
世
紀
、
大
幅
に
変
化
し
た
。
特

に
地
球
環
境
に
対
す
る
危
機
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の

人
間
本
位
・
国
家
中
心
の
教
育
観
を
是
正
し
新
し
い
世
界
を
人
々

は
求
め
て
い
る
。「
私
た
ち
の
生
き
方
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
」

と
い
う
根
本
的
・
哲
学
的
な
問
い
か
け
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
は
ど

ん
な
答
え
を
用
意
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
。
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志
學
館
大
学
文
学
部
『
研
究
紀
要
』
第
二
十
三
巻
第
二
号
（
二

〇
〇
二
年
一
月
発
行
）
に
、
私
は
、
同
題
で
国
際
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
提
言
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
後
、
時
は
刻
々
と
推
移

し
十
余
年
を
経
よ
う
と
し
て
い
る
。
生
涯
学
習
の
内
容
や
方
法
が

各
方
面
で
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
辺
り
で
「
そ
の
一
」
を
再
検
討
し
な
が
ら
、「
そ
の
二
」

で
は
新
鮮
な
角
度
で
論
考
を
深
め
た
い
。
教
育
学
研
究
は
、
他
の

分
野
に
比
べ
て
常
に
理
論
と
実
践
の
調
和
を
求
め
て
い
る
。
理
論

形
成
の
前
提
と
し
て
体
験
学
習
か
ら
得
た
も
の
を
重
要
視
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

一　
「
新
教
育
」
運
動
の
推
移

二
〇
〇
三
年
七
月
、
世
界
新
教
育
学
会
の
国
内
版
を
志
學
館
大

学
（
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
正
式
名

称
は
「
Ｗ
Ｅ
Ｆ
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
児
島
」
で
あ
る
。
会

議
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
21
世
紀
の
生
涯
学
習
（Lifelong 

Learning for the 21 Century

）
＝
地
域
と
学
校
の
連
携
＝
」

で
あ
る（

（
（

。「
そ
の
一
」
は
大
会
実
行
委
員
長
と
し
て
の
責
任
を
感

じ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
Ｗ
Ｅ
Ｆ
と
はT

he 

W
orld Education Fellow

ship

の
略
称
で
あ
る
。
世
界
的
仲
間

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

「
そ
の
一
」
の
内
容
構
成
は
次
に
並
べ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
明
確
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

①　

面
か
ら
球
へ

②　

世
界
は
一
つ
、
教
育
は
一
つ

③　

地
球
村
・
地
球
家
族

④　
「
も
っ
た
い
な
い
」「
あ
り
が
た
い
」

⑤　

国
際
理
解
と
平
和

⑥　

い
の
ち
を
輝
か
す
教
育

の
6
柱
に
そ
っ
て
体
験
学
習
を
踏
ま
え
た
理
論
を
組
立
て
て
み
よ

う
と
努
力
し
た
の
で
あ
る
。

東
京
で
汎
太
平
洋
新
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
は
一
九
三
五

年
、
そ
の
時
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
文
化
と
教
育
」
で
あ
っ
た（

（
（

。
野

口
援
太
郎
会
長
の
も
と
で
日
本
に
も
新
教
育
協
会
が
創
設
さ
れ
た

の
は
一
九
三
〇
年
、
世
界
の
創
立
総
会
が
フ
ラ
ン
ス
の
カ
レ
ー
で

開
か
れ
て
十
年
目
に
あ
た
る
が
、
初
回
の
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も
の
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創
造
的
自
己
実
現
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
わ
が
国
で
は

国
家
色
を
は
じ
め
か
ら
打
ち
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
九
～
四
五
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
期
、
日
本
の
「
新
教

育
」
活
動
も
一
九
四
一
～
五
五
年
ま
で
は
停
止
状
態
に
入
る
。
日

本
で
の
再
発
足
に
尽
力
し
た
人
は
小
林
澄
兄
会
長
だ
っ
た
。
一
九

五
七
年
、
早
速
東
京
で
教
育
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
時

の
テ
ー
マ
は
「
世
界
社
会
と
若
き
世
代
」、
戦
後
復
興
に
ふ
さ
わ

し
く
「
世
界
」
が
見
え
て
き
た
。

一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
毎
年
の
よ
う
に
国
際
会
議
が
開
か

れ
た
。
会
場
と
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
並
べ
て
み
よ
う
。（
こ
れ
に
つ

い
て
は
「
そ
の
一
」
で
は
触
れ
て
い
な
い
）

⿝
一
九
七
〇
年　

ロ
ン
ド
ン
（
イ
ギ
リ
ス
）

「
教
育
環
境
―
―
初
等
教
育
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

T
he educational environm

ent A
pproaches to 

prim
ary Education

⿝
一
九
七
一
年　

ブ
リ
ュ
セ
ル
（
ベ
ル
ギ
ー
）

「
明
日
の
社
会
の
た
め
の
新
教
育
」

N
ew

 Education for T
om

orrow
’s Society

⿝
一
九
七
二
年　

フ
ォ
ル
カ
ー
ク
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

「
人
類
の
未
来
：
生
存
へ
の
計
画
」

T
he H

um
an Prospect—

a program
 for Survival

⿝
一
九
七
三
年　

東
京
（
日
本
）

「
新
時
代
を
開
く
教
育
、
教
師
は
何
を
な
し
う
る
か
」

Education for the N
ew

 Era—
W

hat can T
eachers 

do?

⿝
一
九
七
四
～
五
年　

ボ
ン
ベ
イ
（
イ
ン
ド
）

「
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
求
め
て
教
育
革
新
」

Innovation in Education for a fuller Life

⿝
一
九
七
六
年　

シ
ド
ニ
ー
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

「
生
き
て
い
る
教
育
…
…
今
…
…
こ
こ
に
」

Living Education...H
ere...N

ow
!

⿝
一
九
七
八
年　

イ
プ
シ
ラ
ン
テ
（
ア
メ
リ
カ
）

「
相
互
依
存
の
世
界
に
生
き
る
人
間
形
成
の
た
め
の
学
習
」

Learning to Becom
e a Person in an Interdependent 

W
orld

と
い
っ
た
具
合
に
、
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
韓
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
・

南
ア
フ
リ
カ
な
ど
欧
米
以
外
の
国
も
名
乗
り
を
あ
げ
、
一
九
九
四

年
に
は
日
本
で
も
再
度
開
催
さ
れ
た
。

以
下
、
内
容
検
討
の
た
め
に
、
テ
ー
マ
の
推
移
を
辿
っ
て
み
る

（
翻
訳
の
み
を
列
記
）。

△
一
つ
の
世
界
に
お
け
る
教
育
（
イ
ギ
リ
ス
）

△
先
進
国
な
ら
び
に
発
展
途
上
国
に
お
い
て
、
国
際
理
解
と
平

和
実
現
の
た
め
に
教
育
の
果
た
す
役
割
（
韓
国
）

△
芸
術
を
必
要
と
す
る
も
の
は
誰
か
（
オ
ラ
ン
ダ
）

△
教
育
と
人
間
の
価
値
：
特
に
環
境
と
の
関
連
（
イ
ン
ド
）

△
思
い
や
り
の
社
会
の
た
め
の
教
育
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

△
学
習
者
が
自
分
で
管
理
す
る
教
育
（
イ
ギ
リ
ス
）

△
激
動
す
る
世
界
に
お
け
る
教
育
（
ア
メ
リ
カ
）

△
地
球
家
族
の
た
め
の
教
育
（
日
本
）

△
教
育
と
環
境
―
―
公
平
か
つ
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て

（
マ
レ
ー
シ
ア
）

△
よ
り
よ
き
世
界
の
た
め
の
教
育
―
―
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
ア
ク

シ
ョ
ン
へ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

△
惑
星
・
地
球
を
つ
な
ぐ
教
育
（
南
ア
フ
リ
カ
）

テ
ー
マ
設
定
は
大
会
ご
と
に
各
支
部
で
決
め
て
ゆ
く
。
国
際
教

育
へ
の
各
国
各
地
域
の
関
心
や
取
組
み
の
内
容
が
示
さ
れ
る
わ
け

だ
。
そ
の
推
移
を
十
年
お
き
位
に
通
観
し
て
み
る
と
、
相
互
理
解

の
波
が
及
ん
で
い
く
様
子
に
感
動
す
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｆ
活
動
を
支
え
て
い
る
学
問
分
野
は
主
と
し
て
「
教
育

学
」
だ
が
、
例
年
の
積
み
重
ね
が
新
生
面
を
打
出
し
て
い
る
流
れ

を
見
る
よ
う
だ
。「
世
界
」
と
か
「
地
球
家
族
」「
惑
星
・
地
球
」

が
国
際
教
育
を
考
え
る
た
め
の
基
礎
に
置
か
れ
つ
つ
あ
る
と
私
は

実
感
し
た
。

大
会
開
催
国
の
中
に
は
ま
だ
ロ
シ
ア
や
中
国
は
入
っ
て
こ
な
い

が
、
私
に
と
っ
て
最
初
の
訪
問
国
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
で
個
人
参
加

の
ロ
シ
ア
人
か
ら
英
語
で
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
日
本
や
韓
国
で

留
学
中
の
中
国
人
が
日
本
語
で
語
り
か
け
た
り
す
る
と
「
世
界
は

一
つ
」
に
向
け
て
、
教
育
環
境
も
少
し
ず
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
方
向

で
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
ら
れ
た
。
南
ア
フ
リ
カ
大

会
の
折
り
に
提
案
し
て
み
た
「
面
か
ら
球
へ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
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レ
ー
ズ
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
交
流
で
学
び
と
っ
た
理
論
と
い
え

そ
う
で
あ
る
。二　

「
世
界
は
一
つ
」
が
意
味
す
る
も
の

21
世
紀
に
入
り
、
私
た
ち
戦
中
戦
後
を
生
き
ぬ
い
て
き
た
世
代

に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
の
中
味
を
じ
っ
く
り
検
討
し
た
く
な
っ
た
。

二
〇
一
六
年
は
南
米
大
陸
で
初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
脚
光
を
浴
び
て
い
た
。
テ
レ
ビ
映
像
が
世
界
を

結
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
が
一
体
化
し
た
姿
だ
っ

た
。
メ
ダ
ル
数
を
競
い
合
う
こ
と
よ
り
も
世
界
新
記
録
を
喜
び
合

い
讃
え
合
う
姿
に
は
国
境
を
越
え
た
地
球
市
民
の
成
熟
さ
が
見
え

る
。
国
土
の
面
積
や
人
口
で
は
世
界
第
五
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

ブ
ラ
ジ
ル
の
人
々
が
世
界
各
地
か
ら
の
参
加
者
と
交
流
す
る
中
で

学
び
と
っ
た
も
の
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
様
子

に
も
深
い
感
動
を
覚
え
た
。
今
後
、
国
家
と
個
人
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
て
ゆ
く
の
か
。
時
代
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
二
〇
二

〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
情
景
を
予
想
す
る
努
力
も
地
球
市

民
た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
一
人
の
人
間
が
文
化
の
す
べ
て
を
具
備
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
個
人
の
次
元
で
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
、
国
際

化
社
会
の
理
想
像
を
追
求
す
る
と
き
、
当
面
は
国
家
と
か
地
域
と

か
、
い
わ
ゆ
る
「
面
」
の
次
元
で
は
用
意
さ
れ
る
べ
き
内
容
が
教

育
や
文
化
の
時
空
で
あ
ろ
う
か
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
か
ら
主
張
さ
れ
た
理
論
が
「
全
人
教

育
」
で
あ
っ
た
。
英
文
で
示
せ
ば
こ
の
よ
う
に
な
る
。

Education should contain the hum
an culture in its 

entirety. T
herefore education has to be the w

hole 

m
an education. It m

eans that the teacher has to be a 

w
hole m

an him
self, w

ith the w
hole of hum

an culture 

em
bodied in him

.

世
界
新
教
育
学
会
の
小
原
国
芳
は
「
全
人
」
の
内
容
を
真
・
善
・

美
・
聖
・
健
・
富
の
6
価
値
で
具
体
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
稲
富

栄
次
郎
会
長
の
発
言
で
、
日
本
の
Ｗ
Ｅ
Ｆ
の
目
標
は
、

O
ne and only education for only one w

orld.
訳
し
て
「
世
界
は
一
つ
、
教
育
は
一
つ
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
九

八
〇
年
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
、Education in O

ne w
orld

（
一
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つ
の
世
界
に
お
け
る
教
育
）
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
が
、

稲
富
提
案
が
出
さ
れ
た
の
は
そ
れ
よ
り
五
年
前
で
あ
る
。
先
頃
の

日
本
支
部
理
事
会
で
も
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
も
っ
と
大
事
に
し
た

い
ナ
ァ
と
い
う
話
が
出
さ
れ
て
い
た
。

稲
富
会
長
は
談
話
の
中
で
「
国
際
研
修
で
は
異
文
化
へ
の
理
解

を
ね
ら
っ
て
学
習
に
精
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
単
な
る
名
所
見
学
の

観
光
で
は
申
し
わ
け
な
い
。
世
界
共
通
の
課
題
を
共
有
で
き
る
人

間
に
な
ら
ね
ば
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
教
育
哲
学
の
高
く
深
い

理
想
が
示
さ
れ
、
若
い
世
代
を
励
ま
す
存
在
だ
っ
た
。

三　

地
球
市
民
の
心
構
え

「
地
球
村
・
地
球
家
族
」
は
「
そ
の
一
」
3
番
目
の
論
点
で
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
が
決
め
、
世
界
中
の
教
育
界
が
目
標
と
し
た
国
際
児
童

年
の
テ
ー
マ
「
わ
が
子
へ
の
愛
を
世
界
の
ど
の
子
に
も
」
は
私
た

ち
の
心
に
灯
を
点
し
た
感
が
あ
る
。
つ
ま
り
自
国
本
位
で
は
な

く
、
地
球
市
民
と
し
て
生
き
て
ゆ
け
る
人
へ
と
自
ら
を
育
て
る
た

め
の
呼
び
か
け
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
日
本
が
Ｗ
Ｅ
Ｆ
活
動
と
し
て
「
地
球
村
シ
リ
ー
ズ
」
を
出
版（

（
（

し
は
じ
め
た
の
は
イ
ン
ド
（
ボ
ン
ベ
イ
）
大
会
の
時
で
あ
る
。『
地

球
村
ボ
ン
ベ
イ
』（
一
九
七
五
）、『
南
十
字
星
の
村
々
』（
一
九
七

七
）
～
『
風
車
の
あ
る
村
々
』（
一
九
八
四
）、
…
…
と
小
さ
な
歴

史
を
刻
ん
で
い
く
。
一
九
九
四
年
の
東
京
大
会
で
は
「
地
球
家
族

の
た
め
の
教
育
」Education for a W

orld Fam
ily

を
大
会

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
先
述
の
二
〇
〇
一
年
南
ア
フ
リ

カ
大
会
で
は
「
惑
星
・
地
球
を
つ
な
ぐ
教
育
」Education 

Linking the planet

と
な
っ
て
、
テ
ー
マ
の
背
景
に
環
境
問
題

が
読
み
と
れ
る
。

そ
の
四
半
世
紀
前
、
イ
ン
ド
訪
問
の
折
り
に
私
た
ち
が
学
び

と
っ
た
世
界
的
課
題
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
①
世
界
的
不

況
、
②
住
宅
問
題
、
③
人
口
爆
発
、
④
大
気
汚
染
、
⑤
地
球
資
源

の
破
壊
、
⑥
人
種
差
別
等
々
。
イ
ン
ド
の
総
人
口
は
訪
問
時
の
六

億
人
か
ら
今
や
そ
の
倍
、
十
二
億
人
に
達
し
た
と
さ
れ
る
が
、
私

た
ち
が
見
た
四
十
年
前
の
街
角
に
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
の
幟
が

い
く
つ
も
立
ち
並
ん
で
い
た
。
多
民
族
、
多
宗
教
、
多
言
語
、
多

階
層
の
国
、
ア
ジ
ア
で
最
古
の
文
明
を
誇
る
一
方
で
は
太
古
さ
な

が
ら
の
貧
し
い
生
活
も
見
ら
れ
る
。
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「
そ
の
一
」
で
記
述
し
た
解
説
を
改
め
て
分
析
し
て
み
る
と
き
、

地
球
村
と
か
地
球
家
族
を
云
々
す
る
前
に
人
口
問
題
や
環
境
破
壊

現
象
を
世
界
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
切
に
思
う
の
で

あ
る
。

イ
ン
ド
だ
け
で
は
な
い
。
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
の
諸
国

等
々
、
今
難
民
移
動
で
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
る
世
界
全
体
の
現

状
に
私
た
ち
は
大
い
に
関
心
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
人
間
と
い
え
ど
も
大
自
然
の
一
部
な
の
だ
か
ら
。

四　

報
恩
感
謝
の
生
活

「
も
っ
た
い
な
い
」「
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
表
現
を
打
ち
出
し

た
人
は
片
山
清
一
先
生
で
あ
る
。「
そ
の
一
」
の
中
で
已
に
論
述

し
た
わ
け
だ
が
、「
そ
の
二
」
に
お
い
て
論
の
内
実
を
改
め
て
紹

介
す
る（

（
（

。

一
九
七
六
年
八
月
二
十
九
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｆ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
会

の
全
体
会
議
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
地
球
理
解
の
た
め
の
教

育
（Education for Global U

nderstanding

）」、
テ
レ
ビ
局

も
録
画
し
て
い
た
。
重
要
な
部
分
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。ま

ず
、
人
類
全
体
の
問
題
と
し
て
解
決
が
要
請
さ
れ
て
い
る
危

機
的
状
況
を
分
析
、
日
本
の
立
場
を
戦
後
の
経
済
発
展
と
の
関
連

か
ら
説
明
し
た
あ
と
、
地
球
的
理
解
の
必
要
性
と
そ
の
た
め
の
提

言
が
な
さ
れ
た
。
―
―
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
「
人
の
心
の
中
に
平
和

の
と
り
で
を
」
と
宣
言
さ
れ
、
世
界
各
国
は
国
際
理
解
の
教
育
を

す
す
め
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
根
底
に
は
ま
だ
国
家
的
見

地
か
ら
考
え
た
り
批
判
し
た
り
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
理
解
の
仕
方
も
知
的
性
格
に
と
ど
ま
っ
て
感
情
的
情
緒
的
な

域
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
。「
地
球
的
理
解
」
に
立
て
ば
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
が
環
境
の
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
国
の
公
害
が
全

地
球
の
汚
染
へ
と
ひ
ろ
が
る
こ
と
を
認
識
し
え
よ
う
。
一
人
の
過

分
な
富
の
所
有
は
地
球
上
の
ど
こ
か
に
住
む
多
く
の
人
た
ち
の
過

度
な
貧
困
を
招
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
理
解
、
人
類
だ
け
が
繁
栄

す
れ
ば
万
事
良
し
と
す
る
の
で
な
く
、
全
自
然
に
対
し
て
温
か
い

感
情
を
も
っ
て
接
し
て
ゆ
け
る
態
度
が
望
ま
れ
る
。
…
…
…

さ
て
、
日
本
人
は
、
古
く
か
ら
日
常
生
活
の
中
で
「
も
っ
た
い

な
い
」「
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
き
た
。
わ
れ
わ
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れ
は
、
今
後
世
界
の
地
球
人
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
、
こ
の

二
つ
の
伝
統
的
日
本
語
を
若
い
人
た
ち
も
納
得
で
き
る
よ
う
普
及

し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
れ
が
地
球
的
理
解
へ
の
道
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
日
本
支
部
の
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
・O

ne and 

only education for only one w
orld

を
紹
介
、
こ
れ
は
前
会

長
・
稲
富
栄
次
郎
博
士
の
遺
言
で
も
あ
る
こ
と
を
つ
け
加
え
た
。

戦
後
の
貧
困
生
活
を
体
験
し
た
日
本
人
な
ら
誰
で
も
首
肯
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
「
質
素
倹
約
」
の
生
活
態
度
、
思
う
に
、
今
、
日
本

で
欠
け
て
い
る
教
育
内
容
・
方
針
は
「
報
恩
感
謝
」
で
は
な
い
か

と
思
う
。
筆
者
は
地
元
住
民
（
霧
島
市
民
）
と
し
て
薩
摩
義
士
顕

彰
会
に
所
属
し
、
そ
の
会
長
を
お
引
受
け
し
て
十
年
に
な
る
。
宝

暦
治
水
（
木
曽
三
川
）
に
励
ん
だ
薩
摩
藩
の
人
た
ち
に
対
し
、
岐

阜
県
や
周
辺
の
住
民
た
ち
の
子
孫
が
今
で
も
「
報
恩
感
謝
」
の
意

を
表
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
そ
の
誠
意
に
感
動
し
て
姉
妹
交

流
を
重
ね
て
い
る
。
顕
彰
活
動
の
継
承
は
半
世
紀
以
上
続
き
、
毎

年
青
少
年
の
相
互
訪
問
、
五
月
は
鹿
児
島
で
、
四
月
と
十
月
は
岐

阜
で
報
恩
の
儀
式
が
行
わ
れ
参
加
し
あ
う
。

こ
う
し
た
姉
妹
県
交
流
は
全
国
で
は
幾
組
も
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
国
際
交
流
も
然
り
で
あ
る
。
人
間
関
係
の
基
本
は
相

互
敬
愛
だ
と
思
う
と
き
、
今
日
さ
ら
に
未
来
へ
向
け
、
道
義
高
揚
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
顕
彰
事
業
は
村
づ
く
り
、
マ
チ
づ
く
り
の
基

本
だ
と
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

古
今
東
西
の
歴
史
を
照
合
し
な
が
ら
、
偉
大
な
る
仕
事
を
完
遂

し
た
先
人
は
国
際
的
見
地
も
加
味
し
て
讃
え
あ
う
。
そ
れ
は
故
人

に
つ
い
て
も
功
績
を
顕
彰
す
る
努
力
、
研
究
者
た
ち
は
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
肝
に
銘
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
さ
く
は
、
家
族
や
集

落
の
先
人
た
ち
に
つ
い
て
も
同
様
の
配
慮
が
大
切
だ
と
い
え
る
。

五　

国
際
理
解
と
平
和

地
球
村
探
訪
を
重
ね
る
中
で
学
び
と
っ
た
場
面
が
韓
国
で
の
Ｗ

Ｅ
Ｆ
大
会
だ
っ
た（

（
（

。
出
席
者
数
が
343
名
、
参
加
国
は
27
、
ア
ジ
ア

で
は
韓
国
や
日
本
を
先
頭
に
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ホ
ン
コ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
ワ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
等
か
ら
数
名
ず

つ
参
加
し
て
い
た
。
地
域
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
18
名

も
ア
ジ
ア
の
仲
間
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
18
、
イ
ギ
リ
ス
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14
で
欧
米
系
の
国
々
は
少
数
派
、
中
国
や
北
朝
鮮
か
ら
の
参
加
者

は
ま
だ
い
な
い
。
韓
国
側
か
ら
見
て
外
国
人
約
二
百
人
の
う
ち
日

本
か
ら
の
75
人
は
多
い
。
Ｗ
Ｅ
Ｆ
会
員
41
名
の
残
り
は
比
較
教
育

学
会
関
係
で
広
島
、
九
州
、
筑
波
等
の
各
大
学
か
ら
見
え
て
い
た

よ
う
だ
（
筆
者
は
Ｗ
Ｅ
Ｆ
と
比
較
教
育
学
会
の
両
方
に
属
し
て
い

る
）。
参
加
者
の
中
に
は
若
い
留
学
生
た
ち
も
見
か
け
た
。
ち
な

み
に
、
台
湾
か
ら
来
た
若
者
は
筆
者
が
東
京
に
居
た
頃
の
留
学
生

で
、
環
境
教
育
に
関
す
る
日
本
製
の
ビ
デ
オ
の
字
幕
に
中
国
語
を

入
れ
て
筆
者
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
お
互
い
に
地
球
市

民
と
し
て
の
友
好
関
係
に
あ
る
よ
う
だ
。
国
際
教
育
の
現
状
を
示

す
ひ
と
コ
マ
と
い
え
よ
う
。

ソ
ウ
ル
大
会
の
開
会
式
で
文
教
部
長
官
の
李
奎
浩
氏
が
述
べ
ら

れ
た
祝
辞
に
注
目
し
、「
そ
の
一
」
の
中
に
も
紹
介
し
て
お
い
た

が
、
そ
の
中
に
「
地
球
全
体
は
異
な
る
国
々
の
人
び
と
を
何
ら
か

の
方
法
で
結
び
つ
け
る
単
一
の
生
活
圏
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

…
…
諸
問
題
は
個
々
の
国
に
限
ら
れ
る
狭
い
性
格
の
も
の
で
な
く

国
際
的
な
も
の
で
あ
り
…
…
各
国
が
問
題
解
決
の
努
力
の
基
礎
を

相
互
理
解
と
協
力
に
置
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
明
ら
か
な
要
請
を

も
た
ら
し
ま
す
。
…
…（

（
（

」
と
真
剣
に
訴
え
て
お
ら
れ
た
態
度
に
私

た
ち
は
深
い
感
動
を
覚
え
た
。
一
言
で
纏
め
る
な
ら
、
教
育
の
役

割
は
「
相
互
理
解
と
平
和
の
実
現
」
と
い
う
国
際
社
会
共
通
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
だ
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
先
頃
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
建
設
問
題
」
に
関
心
を
持
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
に
つ
な
が
る
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
と
理
解
し
た
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｆ
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
精

神
に
照
合
す
れ
ば
、
経
済
効
果
を
主
張
す
る
前
に
、
現
世
代
が
今

な
す
べ
き
こ
と
を
優
先
し
た
方
が
も
っ
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

判
断
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｆ
会
議
の
合
い
間
を
ぬ
っ
て
韓
国
の
有
識
者
と
も
語
り

合
っ
て
き
た
。「
日
韓
両
国
で
共
通
の
歴
史
教
科
書
を
編
纂
し
て

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」
と
い
う
筆
者
の
提
案
に
対
し
、「
ま
だ

時
期
尚
早
で
し
ょ
う
。
日
本
人
は
ま
だ
過
去
の
侵
略
戦
争
を
反
省

し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
よ
…
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ

た
。
国
家
レ
ベ
ル
で
は
加
害
被
害
の
疑
心
暗
鬼
の
や
り
と
り
だ

が
、
庶
民
レ
ベ
ル
で
考
え
て
み
る
と
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て

「
平
和
」
な
国
際
社
会
の
実
現
こ
そ
最
優
先
の
目
標
で
あ
る
。
朝
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鮮
半
島
の
向
こ
う
に
住
む
中
国
人
の
中
に
は
ア
ジ
ア
人
同
志
の
相

互
理
解
、m

utual respect

を
発
表
し
て
い
る
人
た
ち
も
お
ら
れ

る
。
私
た
ち
の
世
代
が
互
い
に
国
際
交
流
を
推
進
す
る
中
で
平
和

へ
の
道
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
一
体
誰
が
平
和
を
達
成
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
地
球
市
民
を
め
ざ
す
私
た
ち
と
し
て
取
る
べ
き
態
度
は

何
で
あ
ろ
う
。
未
来
に
通
じ
る
道
を
開
拓
す
る
に
あ
た
っ
て
み
ん

な
で
吟
味
し
実
践
す
べ
き
課
題
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
ゆ
け
る
判

断
力
、
行
動
力
の
養
成
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

六　

い
の
ち
を
輝
か
す
教
育

太
平
洋
戦
争
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
土
地
を
奪
わ
れ
た
県

と
し
て
沖
縄
が
あ
る
。
志
學
館
大
学
に
勤
務
す
る
者
の
義
務
を
果

た
す
べ
く
、
学
生
募
集
や
現
地
試
験
実
施
の
た
め
20
回
以
上
出
張

し
た
経
験
の
中
で
私
が
学
び
と
っ
た
こ
と
は
「
ぬ
ち
ど
う
宝
」
つ

ま
り
生
命
の
尊
さ
で
あ
っ
た
。
毎
年
六
月
二
十
三
日
「
慰
霊
の
日
」

に
な
る
と
沖
縄
の
こ
と
が
い
つ
も
思
い
出
さ
れ
る
。
先
輩
（
元
大

分
大
学
長
の
野
村
新
氏
）
と
組
ん
で
教
育
原
理
の
本
を
出
版
し
た

折
り
に
、
私
た
ち
は
『
い
の
ち
を
輝
か
す
教
育
』
を
本
の
タ
イ
ト

ル
に
選
ん
だ
。
教
育
学
研
究
の
使
命
は
平
和
な
世
界
の
基
礎
と
な

る
「
し
あ
わ
せ
」
―
心
身
共
に
健
康
な
教
育
環
境
を
つ
く
る
仕
事

だ
と
教
わ
っ
た
し
学
び
と
っ
た
。
そ
し
て
、「
い
の
ち
」
を
大
切

に
す
る
こ
と
の
意
味
を
み
ん
な
で
考
え
る
社
会
の
存
在
こ
そ
宝
で

あ
る
と
自
覚
し
た
わ
け
で
あ
る
。

「
そ
の
一
」
で
は
ア
メ
リ
カ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
の

体
験
を
も
と
に
論
述
し
た
が
、
わ
が
老
齢
を
考
え
海
外
視
察
を
控

え
が
ち
な
時
空
の
中
で
「
地
球
市
民
」
の
自
覚
に
達
し
た
自
分
の

過
去
を
ふ
り
か
え
る
。
海
外
研
修
の
た
び
に
思
い
出
す
の
は
世
界

中
の
人
々
が
動
き
ま
わ
っ
て
い
る
現
今
の
世
の
中
に
生
き
て
、
世

界
行
脚
の
年
月
を
ふ
り
か
え
る
仕
事
も
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。『

地
球
市
民
の
旅
日
記
』
は
世
界
一
周
を
夢
に
し
て
生
き
て
い

た
一
庶
民
が
年
相
応
に
ど
ん
な
思
い
で
「
生
涯
学
習
」
に
喜
び
を

見
出
し
た
か
の
真
剣
な
記
録
集
で
あ
る
。
決
し
て
自
慢
話
で
は
な

い
。
い
つ
も
宿
題
・
課
題
を
か
か
え
つ
つ
夢
中
で
走
っ
て
き
た
人

生
で
あ
っ
た
が
、
喜
寿
と
い
え
ば
私
の
場
合
父
逝
き
し
歳
、
父
の
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遺
志
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
生
き
て
こ
れ
た
の
は
母
国
が
戦
争
の
な

い
時
代
を
先
代
た
ち
が
築
い
て
く
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
草
深
い
山
里
に
生
ま
れ
、
母
子
家
庭
に
育
ち
、
志
を
立
て
て

上
級
学
校
に
進
み
師
友
に
恵
ま
れ
子
福
者
で
も
あ
っ
た
父
、
子
育

て
の
さ
な
か
に
父
祖
の
地
に
疎
開
し
、
農
作
業
に
精
い
っ
ぱ
い
尽

し
自
給
自
足
の
質
素
な
生
活
に
耐
え
て
い
た
母
、
し
か
も
、
昭
和

前
期
に
二
十
代
の
息
子
や
娘
を
続
々
に
先
立
た
せ
た
苦
悩
の
壮
年

期
で
も
あ
っ
た
。
幸
い
末
っ
子
ら
と
金
婚
旅
行
が
実
現
し
、
夫
亡

き
後
は
里
人
た
ち
と
喜
び
あ
う
笑
顔
の
晩
年
を
与
え
ら
れ
た
。

論
考
の
中
に
こ
う
し
た
私
的
な
問
題
を
述
べ
る
の
は
こ
れ
以
上

許
さ
れ
な
い
が
、
竹
馬
の
友
や
集
落
の
先
輩
後
輩
た
ち
、
さ
ら
に

広
く
社
会
一
般
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
航
路
を
経
て
き
た
人
々
と
語

り
合
う
時
、
類
似
の
現
象
は
随
所
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
気
付

い
た
。
恵
ま
れ
な
い
立
場
に
生
き
て
き
た
地
球
市
民
は
数
え
切
れ

な
い
の
だ
。
国
際
社
会
で
考
え
て
み
る
と
初
め
て
の
海
外
研
修
地

に
選
ん
だ
イ
ン
ド
で
は
こ
の
半
世
紀
に
人
口
が
六
億
か
ら
十
二
億

と
倍
増
し
て
い
る
事
実
を
隣
国
人
と
し
て
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の

か
、
イ
ン
ド
の
一
般
庶
民
は
一
体
ど
う
し
て
生
き
ぬ
い
て
ゆ
け
る

だ
ろ
う
か
と
心
が
痛
む
。

七　

ス
ク
ー
ル
と
地
域
の
連
携

生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る
国
際
教
育
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
前

編
「
そ
の
一
」
の
視
点
を
基
軸
と
し
た
わ
け
だ
が
、
新
し
い
論
題

と
し
て
「
地
域
連
携
」
を
研
究
の
対
象
に
加
え
て
お
く
。
特
に
、

近
代
の
学
び
舎
で
あ
る
「
学
校
」
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
た
い
。

教
育
学
の
周
辺
科
学
分
野
と
し
て
「
大
学
史
」
が
あ
る
。
筆
者

は
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
に
広
島
大
学
の
横
尾
壮
英
氏
、
東
京
大

学
の
寺
崎
昌
男
氏
や
中
山
茂
氏
ら
に
導
か
れ
て
大
学
史
研
究
会
の

設
立
に
協
力
し
た
。
そ
の
出
発
段
階
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
ス
ク
ー

ル
と
い
う
呼
称
を
大
学
・
高
等
教
育
機
関
で
用
い
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
指
摘
だ
っ
た
。

学
校
化
社
会
の
進
展
に
伴
な
い
、
従
来
学
校
教
育
と
対
比
さ
れ

て
い
た
社
会
教
育
の
分
野
が
生
涯
教
育
か
ら
更
に
生
涯
学
習
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
概
念
が
再
検
討
を
迫
ら
れ
た
と
言
わ

れ
る
が
、
世
代
間
の
教
育
機
会
を
平
等
に
す
る
た
め
に
は
従
来
の

学
校
教
育
と
社
会
教
育
は
一
体
化
な
い
し
再
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
学
習
者
の
自
由
な
意

志
に
基
づ
き
、
学
習
者
個
々
人
に
即
応
し
た
方
法
で
推
進
す
る

「
生
涯
学
習
社
会
」
と
い
う
設
定
が
教
育
改
革
の
目
玉
に
な
っ
た
。

老
若
男
女
す
べ
て
の
人
た
ち
が
文
化
の
創
造
者
と
し
て
共
生
す
る

社
会
、
そ
の
内
実
が
「
生
涯
学
習
」
だ
と
な
れ
ば
、「
ゆ
り
か
ご

か
ら
墓
場
ま
で
」
を
対
象
と
す
る
全
世
代
を
受
入
れ
る
学
校
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

学
校
と
せ
ず
「
ス
ク
ー
ル
」
と
し
た
の
は
生
涯
学
習
社
会
に
お

け
る
「
学
び
」
の
場
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

地
球
全
体
に
散
在
し
て
い
る
「
地
域
」
―
―
そ
こ
に
芽
生
え
根
付

い
て
い
る
ス
ク
ー
ル
が
社
会
全
体
と
ど
う
連
携
す
る
の
か
。
逆
に

国
際
教
育
の
場
と
な
る
ス
ク
ー
ル
を
支
え
て
い
け
る
の
は
ど
ん
な

地
域
な
の
だ
ろ
う
。

現
代
は
「
生
涯
学
習
」
の
名
の
も
と
に
、
全
世
代
が
楽
し
く
学

び
合
う
態
度
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
尤
も
、
単
に
学
び
合
う
と

い
っ
て
も
年
齢
相
応
に
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
の
指
導
助
言
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
行
政
は
教
育
環
境
の
条
件
整
備
で
力
を

発
揮
す
る
の
が
本
務
で
あ
ろ
う
が
、
近
代
教
育
制
度
の
反
省
に
立

て
ば
、
現
場
の
教
師
た
ち
が
伸
々
と
専
門
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
べ
き
だ
と
い
う
反
省
に
な
る
。
こ
れ
は
単
に
教
育
の

世
界
に
限
ら
な
い
。
一
般
行
政
に
お
い
て
も
教
育
行
政
的
ス
タ
ン

ス
が
も
っ
と
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
政
治
や
経
済
は

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
に
徹
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

本
来
、
人
類
は
農
耕
社
会
を
経
て
都
市
文
明
を
育
て
て
き
た
の

で
あ
る
。
混
迷
せ
る
現
代
世
相
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
初
心
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
点
に
帰
っ
て
活
路
を
見
出
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
は
「
原
点
回
帰
」
の
謂
で
あ
る
と

教
え
ら
れ
た（

（
（

。

大
学
制
度
を
回
顧
す
れ
ば
、
戦
後
真
先
に
育
て
ら
れ
た
「
教
養

教
育
」
を
吟
味
し
、
再
度
復
活
し
た
い
気
が
す
る（

（
（

。
復
活
し
な
い

ま
で
も
教
養
な
る
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
先
人
の
知
恵
を
伝
承
・
活

用
し
て
こ
そ
生
涯
学
習
社
会
を
生
き
る
地
球
市
民
に
ふ
さ
わ
し
い

学
問
的
雰
囲
気
が
培
わ
れ
そ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
と
地
域
の
連
携
が
う
ま
く
作
動
し
て
い
る
実
例
と
し
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て
地
元
（
鹿
児
島
県
霧
島
市
隼
人
町
）
の
方
々
と
視
察
研
修
し
た

の
が
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｕ
Ｌ
Ｂ
こ
と
ブ
ラ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
だ
っ
た（

（
（

。

訪
問
し
た
の
は
二
〇
〇
四
年
十
月
十
七
日
、
旧
隼
人
町
と
フ
ラ
ン

ス
の
ウ
イ
イ
村
が
友
好
都
市
関
係
に
あ
る
の
で
、
そ
の
間
を
と
り

も
っ
た
志
學
館
大
学
の
岩
橋
恵
子
教
授
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
、
姶

良
町
の
泊
掬
生
さ
ん
（
草
文
美
術
館
長
）
や
嘉
例
川
駅
の
活
性
化

に
熱
心
な
山
木
さ
ん
、
日
当
山
の
池
田
君
ら
と
ぶ
ど
う
狩
り
な
ど

を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
も
見
学
（
ウ
イ
イ
に
は
小

さ
な
学
校
博
物
館
も
つ
く
ら
れ
て
い
た
）
後
、
こ
の
日
Ｕ
Ｌ
Ｂ
を

視
察
し
た
の
だ
っ
た
。

見
学
コ
ー
ス
は
、
ま
ず
、
本
部
施
設
の
展
示
会
場
で
、
ル
メ
ー

ル
女
史
か
ら
入
念
な
説
明
を
拝
聴
し
た
。
通
訳
は
ジ
ャ
ン
・
シ
オ

ン
氏
夫
人
の
成
子
さ
ん
（
鹿
児
島
県
出
身
）
で
あ
る
。
こ
の
場
所

は
一
五
二
九
年
に
建
て
ら
れ
た
修
道
院
、
自
給
自
足
の
生
活
を
営

む
工
夫
の
中
で
ビ
ー
ル
産
業
を
興
し
、
再
建
資
金
と
す
る
。
チ
ー

ズ
も
作
っ
た
話
な
ど
興
味
を
ひ
か
れ
た
。
ビ
ー
ル
は
蜂
蜜
の
香
り

が
す
る
す
ば
ら
し
い
味
と
い
う
。

説
明
は
一
貫
し
て
キ
リ
ス
ト
教
史
、
西
洋
文
化
の
講
義
だ
っ

た
。
筆
者
が
志
學
館
大
学
等
で
と
り
あ
げ
て
い
る
内
容
も
出
て
く

る
。
一
九
八
四
年
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
・
東
西
ド
イ
ツ
・

チ
ェ
コ
等
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
の
途
次
一
泊
し
た
エ
ル
フ
ル
ト

は
確
か
ル
タ
ー
の
活
躍
舞
台
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
私
の
研

修
ノ
ー
ト
に
は
5
頁
に
わ
た
る
メ
モ
が
残
さ
れ
た
。
若
く
て
有
能

な
女
流
研
究
者
の
エ
コ
ミ
ュ
ゼ
に
か
け
る
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
た
。

昼
食
時
は
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
和
や
か
な
国
際
交
流
。
午
後

は
駅
舎
を
活
用
し
た
施
設
見
学
。
私
た
ち
の
視
察
目
的
が
鹿
児
島

県
霧
島
市
に
あ
る
嘉
例
川
駅
や
横
川
駅
の
こ
し
方
ゆ
く
末
を
考
え

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
興
味
を
そ
そ
ら

れ
た
。
ま
ず
、
駅
舎
が
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
に
転
じ
て
い
る

こ
と
に
感
動
す
る
。
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
長
は
Ｕ
Ｌ
Ｂ
の
生
物
学

者
、
大
学
で
は
研
究
コ
ー
ス
と
し
て
「
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ス
」
と
呼

ば
れ
る
野
外
学
習
を
設
け
て
い
る
ら
し
い
。
学
生
た
ち
は
こ
の
駅

舎
跡
に
宿
泊
し
研
究
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
。
現
在
は
生
物
学
が

主
体
だ
が
、
時
に
は
地
理
学
等
の
研
究
者
も
足
を
運
ん
で
共
同
研

究
を
す
る
そ
う
だ
。
統
合
的
な
環
境
研
究
の
企
画
も
近
い
こ
と
だ
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ろ
う
。

旧
駅
舎
に
隣
接
し
て
「
農
業
機
械
の
博
物
館
」
が
あ
っ
た
。
倉

庫
ら
し
き
空
間
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
機
械
・
道
具
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
解
説
パ
ネ
ル
は
写
真
入
り
、
早
速
、
帰
国

後
、
嘉
例
川
駅
の
「
小
さ
な
博
物
館
」
に
も
応
用
し
た
い
ネ
と
い

う
話
に
な
っ
た
。
こ
の
建
物
は
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
宿
泊
施

設
と
し
て
改
修
す
る
ら
し
い
。

エ
コ
ミ
ュ
ゼ
は
も
と
も
と
無
収
益
団
体
な
の
で
、
こ
う
し
た
文

化
事
業
に
は
国
か
ら
援
助
金
を
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

設
立
母
体
の
Ｕ
Ｌ
Ｂ
も
援
助
金
を
出
す
。
地
元
住
民
を
加
え
た
職

員
の
中
に
は
研
究
者
は
も
と
よ
り
技
術
員
や
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
も
お

り
、
普
及
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
化
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
「
失
業
者
」
を
雇
用
し
補
助
金
を
出
し
て
い
る
の
も

面
白
い
と
思
っ
た
。

訪
問
者
は
年
間
八
千
～
一
万
人
、
入
場
者
の
七
割
は
子
ど
も
た

ち
、
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
観
光
も
兼
ね
た
文
化
観
光
ツ

ア
ー
等
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。
山
間
の
エ
コ
ミ
ュ
ゼ
も
次
第
に

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
地
域
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
察
知
し

た
。地

域
資
源
を
生
か
し
て
新
し
い
タ
イ
プ
の
「
ス
ク
ー
ル
」
を
つ

く
り
出
し
て
ゆ
く
こ
と
、
こ
れ
は
地
球
市
民
に
課
せ
ら
れ
た
大
切

な
事
業
だ
と
思
う
。
生
涯
学
習
社
会
の
内
実
を
整
え
る
た
め
に
、

私
た
ち
も
研
修
視
察
の
成
果
を
紹
介
し
あ
い
な
が
ら
、
新
鮮
な
感

覚
で
新
世
紀
の
教
育
環
境
を
整
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

繰
返
す
ま
で
も
な
く
、
ス
ク
ー
ル
と
は
全
世
代
を
対
象
と
す
る

生
涯
学
習
・
文
化
サ
ロ
ン
で
あ
る
。
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
命
名
し

て
も
い
い
。
こ
れ
ま
で
の
世
界
で
は
、
学
ぶ
こ
と
と
教
え
る
こ
と

と
は
分
離
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、

大
学
と
地
域
の
関
係
は
相
互
連
携
の
学
習
方
式
、
そ
こ
で
は
、
全

世
代
に
つ
な
が
る
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
生
涯
学
習
の
場
所
が
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
事
実
だ
。
地
球
市
民
は
こ
の
よ
う
な
ス
ク
ー
ル
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
生
涯
学
習
社
会
の
一
面
を

見
せ
て
い
る
、
世
界
の
最
先
端
を
訪
問
し
た
思
い
で
あ
っ
た
。
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む
す
び

本
稿
は
、
生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る
国
際
教
育
の
理
想
を
追
い

な
が
ら
、
前
編
の
解
説
に
加
筆
し
な
が
ら
事
例
紹
介
に
も
努
力
す

る
内
容
と
な
っ
た
。
筆
者
の
小
さ
な
実
践
報
告
を
と
り
入
れ
た
次

第
で
あ
る
。
世
代
を
超
え
国
境
を
越
え
て
論
じ
あ
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
一
旦
こ
こ
で
筆
を
擱
く
。

［
注
］

（
1
）
Ｗ
Ｅ
Ｆ
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
児
島
に
関
す
る
資
料
と
し
て

は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
二
六
日
配
布
の
『
21
世
紀
の
生
涯
学
習
』（
Ｂ

5
判
276
頁
）
及
び
世
界
新
教
育
学
会
企
画
・
鹿
児
島
大
会
実
行
委
員
会

編
集
に
よ
る
記
録
『
新
教
育
の
波
う
ち
よ
せ
る
鹿
児
島
に
て
』（
Ａ
5

判
156
頁
）
を
参
照
。

（
2
）
新
教
育
運
動
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
21
世
紀
の
生
涯
学
習
』

144
～
155
頁
に
詳
し
い
。

（
3
）
拙
著
『
地
球
市
民
の
旅
日
記
』
二
〇
一
六
年
九
月
、
国
分
進
行
堂

刊　
　

7
頁
を
参
照
。

（
4
）
同
書　

19
～
20
頁
を
参
照
。

（
5
）
同
書　

64
～
66
頁
を
参
照
。

（
6
）
同
書　

64
～
65
頁
よ
り
再
引
。

（
7
）『
新
版　

は
じ
め
て
学
ぶ
教
育
の
原
理
』
二
〇
一
四
年
三
月
、
学
文

社
刊　

第
8
章
第
4
節
、
159
～
163
頁
を
参
照
。

（
8
）
拙
稿
「Fair pledges of a fruitful tree!

」『
青
春
群
像
さ
よ
う

な
ら
六
本
松
』
二
〇
〇
九
年　
　

248
頁
を
参
照
。

（
9
）
前
掲
『
地
球
市
民
の
旅
日
記
』
30
～
32
頁
を
参
照
。

�

（
志
學
館
大
学
名
誉
教
授
）
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